
地域連携促進会議録 
作成者 比嘉 海輝 

作成日 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日） 

 

議  題 地域連携促進会議 

日  時 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日） 14 時～17 時 

場  所 CORAL HOME SHIOYA BASE A 

出席者 塩屋自治会⾧（東恩納さん） 

利用者家族代表（亀谷さん） 

グループホーム（MK クリエイト：管理者兼サビ管 金城さん） 

グループホーム（CORAL HOME 利用者代表：照屋寛晶さん） 

グループホーム（CORAL HOME 管理者：桑田さん） 

グループホーム（CORAL HOME サビ管：比嘉） 

グループホーム（CORAL HOME 生活支援員：金城） 

 

会議の目的：地域連携促進会議の目的 

地域との交流を深めることで地域住民との関係構築。地域に障がいを持っている方が生活しているこ

とを地域住民に共有することで、障がいを持っている方が地域で生活していること周知していく。 

災害時や地域で困りごとがあった際に、協力していくことを目的としている。 

 

【質疑応答・利用者への質問】 

●塩屋自治会⾧ 

・グループホーム管理者への質問 

スタッフは、１棟あたり何名で対応しているのか？ 

→食事時間など、利用者が起きている際は１棟１名体制で行っている。夜勤者は、２棟１名体制などで

行っている。 

 

・C 居室利用者への質問 

以前はどんな暮らしをしていたか 

→うるま赤道のほうで一人暮らしをしていた 

現在の生活はどうか 

→満足している。近所に友達もいる（塩屋地区） 

 

 

 



・D 居室利用者への質問 

生活で困っていることはないか 

→将棋の相手がいないのが寂しい 

以前の生活と比べてどうか 

→話し相手もいるし満足している 

 

・E 居室利用者への質問 

どういうところで働いているのか 

→就労 B で花を作ったり食べ物を作ったりしている 

以前はどんな生活をしていたのか 

→一人暮らしをしていた。その時に比べるとずっと良い。一人ではないし楽しい 

一人暮らしはワンパターンでつまらない 

 

・F 居室利用者への質問 

現在の生活はどうか 

→今までのグループホームの中で一番頑張れている。スタッフの声がけが素晴らしい 

今後どうしていきたいか 

→まだ自分の中で出来ていないことが多い。 

将来的には自立もしたいし、子供とも一緒に暮らしたいが、今はグループホームで頑張る。 

 

・G 居室利用者への質問 

参加したイベントはどうだったか 

→とても楽しかった。カレーが美味しかった 

今後どういうものが食べたいか 

→豚肉等が食べたい。（具体的には）とんかつとか。。。 

またイベントがあったら参加したいか 

→参加したい。宜しくお願い致します！ 

 

●利用者家族代表 

・C 居室利用者への質問 

食事や部屋の大きさなどに充実しているか、スタッフやほかの利用者との交流はありますか？ 

→グループホームでは、毎日２食（朝と夕）食事を摂っている。満足している。 

→部屋は他の利用者と比べ、ベランダがある。朝は日差しが入りやすいので、快適に過ごしている。 

→スタッフとも交流はできている。毎日が充実していると感じている。 

 

 

 

 



●MK くりえいと 金城さん 

・M 居室利用者への質問 

お仕事はどこでされていますか 

→田場にある就労に通っています。 

お部屋のお掃除は自分で行っていますか 

→はい。週に１～２回自分でやっている。 

 

・スタッフへの質問 

お薬の管理や配薬はどうされてますか 

→訪問看護を利用されてる方は訪問看護にて配薬を行っています。 

お薬変更があった際などは主にサビ管にて配薬を行っています。 

自己管理している利用者さんもいますがスタッフと一緒に服薬確認しています。 

 

【参加者からの感想】 

●塩屋自治会⾧ 

障がい福祉がどんなものかわからなかった。グループホームがどんな場所か知らなかった。 

地域の行事に参加することや今回の地域連携促進会議で、どんな障がいを持っている人がいるか知る

ことができた。 

 

 

●利用者家族代表 

兄がグループホームで生活するまでは、一人暮らししていたが、グループホームでの生活に変わった

ことで安心している。家族の見守り負担が減った。 

職場も近いから、今までよりも何かあっても対応しやすい環境。 

 

●グループホーム（MK クリエイト） 

CORAL HOME での保護動物とかかわりを見て、自分たちの事業所でも保護動物と一緒に生活したい

と思った。 

自分たちの事業所では、一棟あたりの利用者が多い。そのため、にぎやかではあるがトラブルもある。

トラブルが起きたい際は、その都度対応しているが双方の関係性が悪い際は、事業所内での居住先を

変えるなど柔軟な対応をしている。 

事業所外でも、利用者交流会などをすることもいいかと思った。 

 

●グループホーム（CORAL HOME 利用者代表） 

グループホームで１年半経過している。安心して生活することができている。 

保護猫（さくら）と一緒に生活して、毎日が充実している。 

 

 



【会議の様子・利用者との交流写真】 



【その他】 

●塩屋自治会での活動内容・今後検討していること 

・塩屋地区では、1 年間で 70 匹ほど TNR を行っている。 

→利用者と大きな関係性はないが、今後何かしらきっかけになるのであればグループホーム側でもサ

ポートをしていきたい。 

・塩屋地区では、防災訓練に力をいれている。 

→防災訓練だけだと参加者は少ないため、何かしらイベントも同時に行っている。参加する方が増え

ることで事業所外の交流や地域住民との交流が図れる。 

→海抜が低い自治会で協力体制を整え、防災強化なども行っている。 

→障がい、高齢、児童と各事業所でも協力体制を作れる環境を整えている最中。自治会主催の行事に

グループホーム側も積極的に参加してくことで、他事業所との関わりも増えていくと思われる。 

・塩屋公民館では、塩屋地区以外の公民館の貸しだしを行っている。 

→グループホームでも行事などのイベントで借りることも可能。 

 

※地域連携会議の書類については、別紙添付資料の参照① 

 


